
ブルーカーボンの普及啓発について
（パンフレットの更新）
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令和4年度 第2回 地球温暖化防止に貢献する

ブルーカーボンの役割に関する検討会



背景・目的

○ブルーカーボンをより広く普及する事を目的に、2021年3月に「ブルーカーボンパンフ
レット」を作成し、国土交通省港湾局ホームページ等で公表した。

○公表から2年が経過しており、公表しているデータの一部の更新が必要である。

1

パンフレット表紙

（令和2年度作成）
炭素循環図（パンフレットより抜粋）

【更新箇所】

・炭素循環図（研究の進展や人間活動によるCO2排出量の増減を反映 等）

・ブルーカーボンに関する記事の更新（最新の取組を掲載予定）

【パンフレットの構成】

・p.1：表紙

・p.2-3：炭素循環図

・p.4-5：ブルーカーボン生態系のメ
カニズム

・p.6-7：ブルーカーボンに関する
記事

・p.8：裏表紙（記事等）



更新(案)：表紙（p.1）

2

表紙

変更・更新なし



②

②
94億トン→96億トン
51億トン→52憶トン

④

③
25億トン→29億トン

③

④
「Global Carbon Budget 2022」

Friedlingstein et al.

※各炭素の貯留量には推定結果
の誤差が含まれます。
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更新(案)：炭素循環図（p.2-3）

①

①陸域での炭素の吸収は19億トン。（森林な
ど植物による「吸収」から、森林伐採など開
発による「排出」などをさし引いた数値）



変更・更新なし

4

更新(案)：ブルーカーボン生態系のメカニズム（p.4-5）



5

⑥
「ブルーカーボンに興味はあるが、何をしたらいい
の？」―そんな思いを支援する「ジャパンブルーエコノ
ミー技術研究組合」が設立されました。
海からの恩恵を持続的に受けられるよう、新たな技術
や手法を開発しています。さらにブルーカーボン拡大
のため、さまざまな主体の橋渡し役も務めています。た
とえば、市民による海の環境活動の資金を得たい、企
業のSDGsの取り組みを数値化し社会貢献度を上げた
い、身近な藻場のCO2吸収量を知り保全に役立てたい、
などのニーズに応えます。

更新(案)：ブルーカーボンに関する記事（p.6）

⑥
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更新(案)：ブルーカーボンに関する記事（p.7）

⑧
⑧

ブルーカーボン生態系は、「海のゆりかご」と
も呼ばれます。生物多様性に富み、産卵場
や稚魚の成育場として水産資源を供給してく
れるほか、水質浄化、教育やレジャーの場
の提供、生活文化の醸成など、さまざまな恩
恵(コベネフィット)を私たちにもたらします。
国、自治体だけでなく、企業や漁業者、市民
など多様な主体が保全活動を行うことにより、
海のさまざまなコベネフィットはさらに増大し
ます。のみならず、保全の活動を通してさら
に多くのメリットが生み出されるのです。

⑦
マングローブがブルーカーボン生態系として

温室効果ガスインベントリに反映されました!!

温室効果ガスインベントリとは、一国が１年

間に排出・吸収する温室効果ガスの量を取り

まとめたデータのことで、国連気候変動枠組

条約(UNFCCC)事務局に毎年提出することが

義務付けられています。

これまでの多くの調査・研究の結果、2023年

4月に日本で初めてブルーカーボン生態系とし

てマングローブが温室効果ガスインベントリに

新たに反映されました。

⑦

Jブルークレジット®

JBEでは、パリ協定の発効に伴い、ブルーカー

ボン生態系のCO2吸収源としての役割その他の

沿岸域・海洋における気候変動緩和と気候変動

適応へ向けた取組みを加速すべく、あらたなカー

ボンクレジットとして「Ｊブルークレジット®」制度を

創設しました。

「Ｊブルークレジット®」は、独立した第三者委員

会による審査・意見を経て、JBEが認証・発行・管

理する独自のクレジットです。

JBEでは、本制度を改善し向上させるための研

究開発や社会実証を積み重ねています。
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裏表紙

⑩ 写真の使用等について要確認

更新(案)：裏表紙（p.8）

⑨

⑨

⑩
2021年3月発行
2023年4月改定

写真

写真


